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 【

政
治
決
戦 

正
念
場
の
年
に
向
け
て
】 

連
合
山
形
置
賜
地
域
協
議
会 

議
長 

佐
藤 

浩
昭 

 

連
合
山
形
置
賜
地
域
協
議
会
は
、
去
る
１
１
月
２
３
日
に
第
１
３
回

定
期
総
会
を
開
催
し
、
２
０
１
８
年
度
活
動
経
過
の
ご
承
認
を
い
た
だ

き
、
２
０
１
９
年
度
活
動
方
針
を
総
会
代
議
員
全
体
の
賛
成
で
採
択
の

確
認
を
い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

昨
年
１
年
間
、
構
成
組
織
組
合
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
連
合
山
形
、
そ
し
て
置
賜
地
域
協
議
会
と
し
て
、
様
々

な
運
動
の
成
果
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

ひ
と
つ
に
は
山
形
県
と
し
て
加
重
平
均
で
昨
年
を
大
き
く
上
回
っ
た

２
０
１
８
春
季
生
活
闘
争
の
取
り
組
み
で
す
。
妥
結
額
に
合
わ
せ
て
要

求
提
出
組
合
数
も
昨
年
を
上
回
り
、
運
動
的
に
も
向
上
し
た
春
季
生
活

闘
争
と
な
り
ま
し
た
。 

二
つ
目
は
、
山
形
県
最
低
賃
金
引
き
上
げ
の
取
り
組
み
で
す
。
最
低

賃
金
引
上
げ
署
名
の
取
り
組
み
を
は
じ
め
、
山
形
労
働
局
長
へ
の
要
請

書
提
出
や
街
宣
活
動
を
取
り
組
む
中
で
、
過
去
最
高
の
２
４
円
ア
ッ
プ

も
勝
ち
取
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

１
年
間
の
各
種
行
動
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
に
あ
ら
た
め
ま
し
て

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

迎
え
た
２
０
１
９
年
度
は
、
私
た
ち
連
合
に
結
集
す
る
組
合
員
に
と

っ
て
正
念
場
の
年
と
な
り
ま
す
。「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
の

実
現
」
に
向
け
、
来
春
か
ら
の
統
一
地
方
選
挙
と
来
夏
の
参
議
院
選
挙

に
お
い
て
推
薦
候
補
者
の
全
員
当
選
を
必
ず
勝
ち
取
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。 

今
年
度
も
幹
事
会
が
先
頭
に
立
っ
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

組
合
の
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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連合山形置賜地域協議会 

連合山形置賜地域協議会第１３回定期総会 全議案承認され新たな活動がスタート!! 

去る１１月２３日金曜日１４：００より、今期持ち回り開催担当地区となる南陽市えくぼプラザに

おいて、４７名の代議員出席の下、第１３回目となる定期総会を開催しました。 

 当日は、ご来賓として連合山形会長の水戸吉一様、参議院議員舟山康江様秘書の齋藤秀昭様、前衆

議院議員近藤洋介様、東北労働金庫南陽支店支店長の大井勇吉様、全労済山形推進本部米沢支所支所

長の鈴木重光様、米沢市議会議員小久保広信様、同小島一様、同太田克典様、同島貫宏幸様、南陽市

議会議員板垣致江子様、同片平志朗様、高畠町議会議員菊地英雄様、同数馬治男様、白鷹町議会議員

関千鶴子様に来場いただき、それぞれ連帯と激励のご挨拶を賜りました。 

 その後、２０１８年度の活動報告が確認され、２０１９年度活動方針（案）と会計予算（案）、そ

して２０１９年度役員体制をご承認いただき、『次の飛躍へ 確かな一歩を すべての働く者を連合

の輪へ！「安心社会」を切り拓こう！』の総会スローガンを踏まえて新たな活動がスタートしました。 

連合山形第３１回年次大会で決定した２０１９度活動補強方針に準じ「組織拡大」を最重点活動と

位置付け、『丁寧で気配りのある地域協議会』である事を常に心掛けながら、『前年度の評価と課題を

活かした具体的な目標』を運動の柱とし積極的に活動して参りますので、引き続きのご理解とご協力

を宜しくお願い致します。 

 

 
【島津・岸総会議長就任挨拶】         【佐藤議長による代表挨拶】 

 

 
【連合山形水戸会長ご祝辞】       【舟山康江参議院議員齋藤秘書ご祝辞】 



 

 

連合山形置賜地域協議会 

 
【前衆議院議員近藤洋介様ご祝辞】     【東北労金南陽支店大井支店長ご祝辞】 

 

【ご臨席いただいたご来賓紹介】 

 
【白岩孝夫南陽市長祝電披露】      【五島副議長による資格審査委員会報告】 



 

 

連合山形置賜地域協議会 

【２０１８年度活動・決算報告と２０１９年度活動方針（案）・予算（案）協議】 

 
【山田会計監査による監査報告】          【発言する齋藤代議員】 

 

 
【答弁する佐藤事務局長】           【出席代議員による承認】 

 

【２０１９年度役員体制提案と総会宣言提案】 

 
【佐藤議長からの２０１９年度役員体制提案】   【総会宣言を提案する鈴木事務局次長】 



 

 

連合山形置賜地域協議会 

連合山形置賜地域協議会２０１９年度幹事会役員のご紹介 

【前列左から】 

五島友宏（副議長），安部照薫（副議長），佐藤浩昭（議長），小林貴宏（副議長），荻原崇弘（事務

局次長） 

【後列左から】 

玉谷洋子（会計監査），渋谷文男（幹事），木村匠吾（幹事），山田雄二郎（会計監査），鈴木俊一郎

（事務局次長），松下紳吾（幹事），遠藤正浩（幹事），玉虫真（幹事），佐藤幸治（事務局長） 

【この他に】井上友和（事務局次長），舟山健一（幹事），遠藤栄二（幹事），金子真喜子（会計監査） 

 以上１８名体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

連合山形置賜地域協議会 

連合山形置賜地域協議会「２０１９年度幹事会役員」体制 

役職名 氏 名
（よみがな）

 出身産別 出身組織 備考 

議 長 佐藤
さ と う

 浩
ひろ

昭
あき

 Ｊ Ｐ 労 組 Ｊ Ｐ 労 組 置 賜 地 方 支 部 再任 

副 議 長 

安部
あ べ

 照
てる

薫
まさ

 電 機 連 合 NEC ｴﾝﾍﾞﾃﾞｯﾄﾞﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ労働組合 再任 

小林
こばやし

 貴
たか

宏
ひろ

 自 治 労 高 畠 町 職 員 労 働 組 合 再任 

五島
ご し ま

 友
とも

宏
ひろ

 電 機 連 合 ク ア ー ズ テ ッ ク 労 働 組 合 小 国 支 部 再任 

事 務 局 長 佐藤
さ と う

 幸治
こ う じ

 電 機 連 合 フ ジ ク ラ 電 装 労 働 組 合 再任 

事 務 局 次 長 

荻原
おぎはら

 崇
たか

弘
ひろ

 電 力 総 連 東 北 電 力 労 働 組 合 米 沢 支 部 再任 

鈴木
す ず き

 俊
しゅん

一郎
いちろう

 電 機 連 合 ケミコン山形労働組合米沢支部 再任 

井上
いのうえ

 友和
ともかず

 自 治 労 飯 豊 町 職 員 労 働 組 合 再任 

幹 事 

松下
まつした

 紳
しん

吾
ご

 Ｕ Ａ ゼ ン セ ン 宮 城 興 業 労 働 組 合 再任 

玉虫
たまむし

 真
まこと

 Ｊ Ａ Ｍ コ マ ツ 山 形 労 働 組 合 米 沢 支 部 再任 

木村
き む ら

 匠
しょう

吾
ご

 自 治 労 自 治 労 山 形 県 本 部 置 賜 総 支 部 再任 

舟山
ふなやま

 健一
けんいち

 交 通 労 連 山 形 交 通 労 働 組 合 南 部 支 部 再任 

渋谷
し ぶ や

 文男
ふ み お

 Ｕ Ａ ゼ ン セ ン 大 沼 労 働 組 合 再任 

遠藤
えんどう

 栄二
え い じ

 全 自 交 労 連 全 自 交 今 村 支 部 再任 

遠藤
えんどう

 正浩
まさひろ

 基 幹 労 連 Ｓ Ｕ Ｍ Ｃ Ｏ 労 働 組 合 米 沢 支 部 再任 

会 計 監 査 

玉谷
た ま や

 洋子
よ う こ

 労 金 労 組 東北労働金庫労働組合米沢分会 再任 

山田
や ま だ

 雄二郎
ゆうじろう

 Ｊ Ａ Ｍ か わ で ん 労 働 組 合 再任 

金子
か ね こ

 真喜子
ま き こ

 労 金 労 組 東北労働金庫労働組合長井分会 再任 

以上 １８名体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

連合山形置賜地域協議会 

「２０１９年度各地区連絡会役員」体制一覧 

連合山形米沢地区連絡会 

役職名 氏名 産別名 出身単組名 備考 

代 表 安部
あ べ

 照
てる

薫
まさ

 電 機 連 合 N E C エ ン ベ デ ッ ド プ ロ ダ ク ツ 労 働 組 合 再任 

副 代 表 川
かわ

野部
の べ

 俊
とし

美
み

 自 治 労 山 形 県 職 員 連 合 労 働 組 合 東 南 置 賜 支 部 再任 

副 代 表 島崎
しまざき

 健太
け ん た

 電 機 連 合 東 北 パ イ オ ニ ア 労 働 組 合 米 沢 支 部 再任 

事 務 局 長 佐藤
さ と う

 幸治
こ う じ

 電 機 連 合 フ ジ ク ラ 電 装 労 働 組 合 再任 

事務局次長 荻原
おぎはら

 崇
たか

弘
ひろ

 電 力 総 連 東 北 電 力 労 働 組 合 米 沢 支 部 再任 

委 員 調整中 Ｊ Ｐ 労 組 Ｊ Ｐ 労 組 置 賜 地 方 支 部 － 

委 員 遠藤
えんどう

 正浩
まさひろ

 基 幹 労 連 Ｓ Ｕ Ｍ Ｃ Ｏ 労 働 組 合 米 沢 支 部 再任 

委 員 遠藤
えんどう

 栄二
え い じ

 全 自 交 労 連 全 自 交 今 村 支 部 再任 

委 員 渋谷
し ぶ や

 文男
ふ み お

 Ｕ Ａ ゼ ン セ ン 大 沼 労 働 組 合 再任 

委 員 舟山
ふなやま

 健一
けんいち

 交 通 労 連 山 形 交 通 労 働 組 合 南 部 支 部 再任 

委 員 玉虫
たまむし

 真
まこと

 Ｊ Ａ Ｍ コ マ ツ 山 形 労 組 米 沢 支 部 再任 

委 員 息
いき

 健一
けんいち

 電 機 連 合 フ ジ ク ラ 電 装 労 働 組 合 新任 

委 員 中沢
なかざわ

 利
とし

明
あき

 電 機 連 合 N E C パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ 労 働 組 合 新任 

委 員 峯田
み ね た

 利之
としゆき

 電 機 連 合 ﾙ ﾈ ｻ ｽ ｸ ﾞ ﾙ ｰ ﾌ ﾟ 労 働 組 合 連 合 会 米 沢 地 区 支 部 再任 

委 員 小幡
お ば た

 純
じゅん

 電 機 連 合 マ ク セ ル シ ス テ ム テ ッ ク 労 働 組 合 再任 

委 員 竹田
た け だ

 雅之
まさゆき

 自 治 労 米 沢 市 職 員 労 働 組 合 再任 

委 員 玉谷
た ま や

 洋子
よ う こ

 労 金 労 組 東 北 労 働 金 庫 労 働 組 合 米 沢 分 会 再任 

以上 １７名体制 

 

連合山形東置賜地区連絡会 

役職名 氏名 産別名 出身単組名 備考 

代 表 小林
こばやし

 貴
たか

宏
ひろ

 自 治 労 高 畠 町 職 員 労 働 組 合 再任 

副 代 表 山田
や ま だ

 雄二郎
ゆうじろう

 Ｊ Ａ Ｍ か わ で ん 労 働 組 合 再任 

副 代 表 齋藤
さいとう

 富士雄
ふ じ お

 自 治 労 川 西 町 職 員 労 働 組 合 再任 

事 務 局 長 鈴木
す ず き

 俊
しゅん

一郎
いちろう

 電 機 連 合 ケ ミ コ ン 山 形 労 働 組 合 米 沢 支 部 再任 

委 員 斎藤
さいとう

 孝一
こういち

 電 機 連 合 Ａ Ｓ Ｅ ジ ャ パ ン 労 働 組 合 再任 



 

 

連合山形置賜地域協議会 

委 員 山本
やまもと

 裕
ゆう

哉
や

 電 機 連 合 Ｎ Ｅ Ｃ エ ン ベ デ ッ ド テ ク ノ ロ ジ ー 労 働 組 合 再任 

委 員 高成田
たかなりた

 敦
あつし

 自 治 労 南 陽 市 職 員 組 合 再任 

委 員 横澤
よこさわ

 大輔
だいすけ

 自 治 労 置 賜 総 合 病 職 員 労 動 組 合 再任 

委 員 大滝
おおたき

 昭一
しょういち

 自 治 労 公 立 高 畠 病 院 職 員 労 働 組 合 再任 

委 員 松下
まつした

 紳
しん

吾
ご

 Ｕ Ａ ゼ ン セ ン 宮 城 興 業 労 働 組 合 再任 

委 員 佐
さ

貝
がい

 清
きよ

孝
たか

 自 治 労 置 賜 広 域 行 政 事 務 組 合 職 員 労 働 組 合 再任 

委 員 鈴木
す ず き

 良子
りょうこ

 労 金 労 組 東 北 労 働 金 庫 労 働 組 合 南 陽 分 会 再任 

委 員 遠藤
えんどう

 輝
てる

昭
あき

 自 治 労 山 形 県 社 会 福 祉 事 業 団 職 員 労 働 組 合 再任 

以上 １３名体制 

 

連合山形西置賜地区連絡会 

役職名 氏名 産別名 出身単組名 備考 

代 表 五島
ご し ま

 友
とも

宏
ひろ

 電 機 連 合 ク ア ー ズ テ ッ ク 労 働 組 合 小 国 支 部 再任 

副 代 表 伊藤
い と う

 靖
やす

晃
てる

 基 幹 労 連 日 本 重 化 学 工 業 労 働 組 合 小 国 支 部 再任 

事 務 局 長 井上
いのうえ

 友和
ともかず

 自 治 労 飯 豊 町 職 員 労 働 組 合 再任 

事務局次長 佐々木
さ さ き

 暢
みつる

 自 治 労 長 井 市 職 員 労 働 組 合 再任 

委 員 平井
ひ ら い

 直之
なおゆき

 電 機 連 合 ケ ミ コ ン 山 形 労 働 組 合 再任 

委 員 阿部
あ べ

 喜之
よしゆき

 Ｊ Ａ Ｍ 山 形 ニ ク ニ 労 働 組 合 山 形 支 部 再任 

委 員 青木
あ お き

 基
もとい

 Ｕ Ａ ゼ ン セ ン 長 井 ア パ レ ル 労 働 組 合 再任 

委 員 佐藤
さ と う

 匠
たくみ

 Ｕ Ａ ゼ ン セ ン 花 菱 縫 製 労 働 組 合 白 鷹 支 部 再任 

委 員 調整中 Ｊ Ｐ 労 組 Ｊ Ｐ 労 組 西 置 賜 ブ ロ ッ ク － 

委 員 金子
か ね こ

 真喜子
ま き こ

 労 金 労 組 東 北 労 働 金 庫 労 働 組 合 長 井 分 会 再任 

委 員 大高
おおたか

 岳史
た け し

 自 治 労 山 形 県 職 員 連 合 労 働 組 合 西 置 賜 支 部 再任 

委 員 髙
たか

橋
はし

 弘之
ひろゆき

 自 治 労 飯 豊 町 職 員 労 働 組 合 新任 

委 員 庄司
しょうじ

 義徳
よしのり

 自 治 労  白 鷹 町 職 員 労 働 組 合 再任 

委 員 高橋
たかはし

 嘉樹
よ し き

 自 治 労  長 井 市 職 員 労 働 組 合 再任 

委 員 渡邉
わたなべ

 久光
ひさみつ

 自 治 労  小 国 町 職 員 労 働 組 合 再任 

委 員 小松
こ ま つ

 正義
まさよし

 県 教 組 県 教 組 置 賜 地 区 支 部 再任 

委 員 村上
むらかみ

 康
こう

 電 力 総 連 東 北 電 力 労 組 米 沢 支 部 長 井 班 新任 

以上 １７名体制 
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連合山形置賜地域協議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【各地域２０１９旗開き・新春の集い開催日】 

 

 

■連合置賜・米沢地区労福協旗開き・新春の集い 

   ２０１９年 １月１６日（水）１８：３０～ 会場：東京第一ホテル米沢 

■西置賜地区連合・労福協旗開き・新春の集い 

   ２０１９年 １月１６日（水）１８：３０～ 会場：タスパークホテル 

■東置賜地区労福協新春の集い 

   ２０１９年 １月２３日（水）１８：１５～ 会場：えくぼプラザ 

 

各会場において『愛のカンパ』へのご協力をお願いします！！ 
 

 

【
編
集
後
記
】 

先
日
開
催
さ
れ
た
第
１
３
回
連
合
置
賜
地
協
定
期

総
会
も
全
議
案
が
承
認
さ
れ
、
佐
藤
議
長
の
掛
け
声

に
よ
る
構
成
代
議
員
の
力
強
い
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で

締
め
く
く
り
無
事
終
了
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。 

置
賜
の
総
面
積
は
約
２
５
０
０
ｋ
ｍ
（
全
県
比
：

約
２
７
％
）
と
県
内
随
一
の
広
域
地
協
で
す
。
そ
の

広
域
地
協
に
お
け
る
連
合
活
動
は
、
各
地
区
連
絡
会

や
各
地
区
労
福
協
と
の
緊
密
な
連
携
が
不
可
欠
で
あ

り
、
労
金
・
労
済
運
動
も
交
え
、
構
成
す
る
組
合
員

の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
無
く
し
て
は
前
進
す
る
事

が
出
来
ま
せ
ん
。 

３
年
前
か
ら
は
春
闘
学
習
会
も
従
来
の
１
ヶ
所
招

集
と
い
う
観
点
か
ら
脱
却
し
、
小
国
・
米
沢
・
東
置

賜
・
西
置
賜
４
地
区
で
の
開
催
へ
見
直
し
を
図
り
、

地
区
メ
ー
デ
ー
や
勤
労
体
の
取
り
組
み
強
化
な
ど
も

含
め
、
幹
事
会
で
議
論
を
重
ね
な
が
ら
よ
り
参
加
し

易
い
環
境
づ
く
り
を
心
掛
け
進
め
て
き
ま
し
た
。 

組
合
活
動
は
職
場
が
原
点
で
も
あ
る
よ
う
に
、
連

合
の
運
動
は
地
域
活
動
が
最
も
重
要
で
あ
り
、
そ
れ

を
疎
か
に
し
た
ま
ま
の
運
動
に
未
来
は
無
く
、
構
成

組
織
は
も
と
よ
り
、
未
組
織
で
働
く
仲
間
か
ら
の
理

解
は
到
底
得
ら
れ
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
組
織

拡
大
を
取
り
組
む
に
あ
た
り
、
そ
の
思
い
を
忘
れ
ず

に
運
動
を
進
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

間
も
な
く
新
た
な
一
年
が
始
ま
り
、
全
て
の
働
く

仲
間
の
生
活
向
上
を
勝
ち
取
る
闘
い
が
始
ま
り
ま

す
。
各
構
成
組
織
執
行
部
の
皆
さ
ん
の
熱
心
な
議
論

と
粘
り
強
い
交
渉
に
よ
り
、
実
り
あ
る
素
晴
ら
し
い

年
と
な
り
ま
す
様
、
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。（
事
務
局
） 


